
  

 否定しないことを心がけるだけで変わることもある   

新聞紙面の広告に『否定しない習慣』（林健太郎 著）が紹介されていました。「否定を

やめるだけで、人間関係は劇的に変わる！」とあります。また、以前『悪魔の傾聴』を

立ち読みしました。その中で、人の話を聞く際にやってはいけない「ＨＨＪ」という文字が目をひ

きました。「否定する（Ｈ）」「比較する（Ｈ）」「自分の話をする（Ｊ）」を指しています。 

 仕事上で報告や相談を受けることが度々ありますが、忙しくて気持ちに余裕が少ない時もありま

す。それでも、相手だって忙しくやっと見つけた隙間時間を利用しているのかもしれませんし、念

のため良かれと思って話をしてくれているのかもしれません。だから、その想いをしっかり受け止

めることを大事にしたいと考えます。どんな立場の時でも、「忙しそうで声をかけにくい」と思わせ

ない、「相談してよかった」「聞いてもらえた」という終わり方を心がける。これは、信頼関係のベ

ースだと思うのです。必要だと思って報告したのに、責め口調で返されたり正対してもらえなかっ

たりと逆に嫌な思いをしてしまうと、その経験から大事なことが耳に届かなくなります。個人の信

頼関係の綻びが、組織を揺るがすことにだってなりかねないわけです。こうしたことに加えて、「で

もさ…」「そうは言うけど…」と否定されたり、「それよりこちらの方がよいのではないか」と言わ

れたりすれば、誰もよい気持ちはしません。 

 「論破」ということがもてはやされる風潮もありますが、「聴き上手」の方が難しいかもしれませ

んし素敵で温かな感じがします。相手の話をしっかり聴く人の好感度は高く、親しみをおぼえます。

では、聴き上手のためにどんなことに気をつければよいのでしょう。先のＨＨＪも含めて考えてみ

ました。 

 （１）相手の意見を否定しない 

      条件反射のように何かにつけて「いやそうではなくて…」「でも、私は…」が口癖とな

って、否定語から入ってしまう場合があります。否定された側は「もうこの人と話をし

たくない」「話しても無駄だ」と嫌な気持ちになってしまいかねません。転じて、できて

いないことばかりを指摘してしまわないようにもしたいものです。 

 （２）自分の価値観で比較したり考えを押しつけたりしない 

      「その店よりこっちの店の方が美味しいし好みだ」とか「その考え方はちょっと…」

など、自分の考えが正しいという思い込みは危険です。話を聞く場面での対立や競争意

識は生産性が高くはありません。特に自分の専門分野だったり趣味や好きなことだった

りする場合には、押しつけに要注意です。 

 （３）相手の話や意見を遮ったり奪ったりしない 

      話を遮ることイコール「あなたの話に興味がありません」といったメッ

セージとして受け止められ、不快な気分にさせてしまうことがあります。 

 （４）何かしながら話を聞くことはしない 

      相手にはうわの空で聞いているように見えて、「自分の話に興味がないのだな」と思

わせてしまいます。私も「もういい！」と叱られることがよくあります。 
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２,３階昇降口を出た手すりの下部にボードを貼っ

て、手すりから身を乗り出したり物を落としたりするこ

とがないように作業をしてもらいました。 

命を守るためです。このボードの上に足をかける 

ことを絶対にしない、させない！ 

 「たしかに」「そうなんですね」「わかります」といった言葉を使って、一度受け止めてみること

が大事です。最初の受け止め方次第で、相手の気持ちや話の流れがグッと変わるはずです。そして、

「一緒に」解決策を見つけていくことが肝心です。たとえ小学生であっても、話し方や聞き方のト

レーニングを行うことで、今後役に立つヒントを見つけられるかもしれません。「相手の話をただ

丁寧に聴き続ける」段階から始めて、「相手の話に反応して聴く」、さらに「相手に働きかけるよう

に聴く」といったステップアップをしていけたら素晴らしいと思います。先生と児童、子供同士、

大人同士、親子などの関係において、もう一度自分を振り返りたいと思いませんか。 

 

３代目三遊亭遊朝の作で、“「ミニスカート」とかけて、「結婚式のスピーチ」

と解く。その心は「短いほど喜ばれる」”というものを耳にしたことのある方も多

いと思います。これは、なぞかけと呼ばれるもので、江戸時代には既に存在してい

たようです。なぞかけの形式は「○○とかけて××と解く。その心は△△」という

もの。○○と××という一見なんの関係もなさそうなものを提示し、共通点として△△を示すの

です。この○○という題を与えて、即興で答えさせることが多く、落語家などが大喜利などで余

興として行っているのを見る機会も多々あります。また、上手な言い回しを考える言葉遊びとい

う性質のために、ラジオ放送の企画として、聴取者の投稿を募ることもあります。この共通点で

ある□□は、多くは駄洒落であったり同音異義語であったりするわけです。なぞかけは、「複式

謎」あるいは「三段謎」と呼ばれることもあり、高い教養とユーモアのセンスが求められます。 

それでは、問題です。その心は？につながる△△の部分を考えてみてください。難しいかも？ 

（１）「おにぎり」 とかけて 「図画工作」 と解きます。その心は？ 

（２）「浦島太郎の玉手箱」 とかけて 「大晦日」 と解きます。その心は？ 

（３）「スパイ」 とかけて 「漫画家」 と解きます。その心は？ 

  わかったときに、「なるほどっ！」と唸ってしまいそうになる面白さもあります。こうした作

品を考えるのは結構大変ですが、ぜひ夏休みなどの時間があるときに親子で取り組んで、「おも

しろいかも」と思ったら、校長室に届けてください。 

 

上は、2022.5.5Life
＆Mind＋を、左はウィ

キペディアを参考にしま
した。 

答え （１）どちらも「のり」(海苔・糊)が必要 
   （２）どちらも「あけると年をとる」 
    （３）どちらも「かくしごと」（隠し事・描く仕事）がある 
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https://dic.nicovideo.jp/a/%E7%9B%AE
https://dic.nicovideo.jp/a/%E6%9C%9D
https://dic.nicovideo.jp/a/%E3%83%9F%E3%83%8B%E3%82%B9%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%88
https://dic.nicovideo.jp/a/%E7%B5%90%E5%A9%9A%E5%BC%8F
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